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1．はじめに







日本公開映画の 1 本当たりの興行収入は 1 億
7,389 万円で，1973 年以来 40 年ぶりの低水準で






2014 年 3 月に国内上映が始まったディズニー映画「アナと雪の女王」は，興行収入で，「千と千尋の神隠し」（304
億円），「タイタニック」（262 億円）に次ぐ歴代第 3 位となったが，ヒット作以外は厳しいのが，日本における映画産
業の現状である。2013 年の日本公開映画の 1 本当たりの興行収入は 1 億 7,389 万円であり，1973 年以来 40 年ぶりの
低水準に落ち込んだ。興行収入総額は 1,942 億円であり，3 年連続で 2,000 億円を下回り頭打ちとなっている。このよ
うな中で，閑散期に映画館の上映室や座席を有効利用する策として考えられたのが，映画以外のコンテンツ配信であ







キーワード： インフォテインメント，スマート・エンタテインメント，ODS（Other Digital Stuff），AC（Alternative 
Contents）　イベントシネマ　シネマコンプレックス
2014 年 11 月 30 日受付
＊   江戸川大学 マス・コミュニケーション学科教授　 
国際情報通信学
2013 年は更に減少した（2）。興行収入総額は 1,942
億円であり，3 年連続で 2,000 億円を下回り頭打
ちとなっている。またシネマ・コンプレックスの
順位 作品 年 興行収入（億円）
1 千と千尋の神隠し 2001 年 304 億円
2 タイタニック 1997 年 262 億円
3 アナと雪の女王 2014 年 259 億円
4 ハリー・ポッターと賢者の石 2001 年 203 億円
5 ハウルの動く城 2004 年 196 億円




2003 年 174 億円
8 ハリー・ポッターと秘密の部屋 2002 年 173 億円
9 アバター 2009 年 156 億円
10 崖の上のポニョ 2008 年 155 億円






















































































































2012 年 10 月 浅草中映劇場
2012 年 10 月 浅草名画座
2012 年 10 月 浅草新劇場
2013 年 2 月 三軒茶屋中央劇場
2013 年 3 月 銀座シネパトス
2013 年 5 月 吉祥寺パウスシアター














【出典 】2014 年 4 月 4 日付日本経済新聞を参考にして植
田が作成
表 3　東京都内エリア別映画館数















賞回数は 2 回以下であり，約 4 割の国民がまった
く映画館に足を運んでいない。平均した 1 人あた
り鑑賞回数は年間 1.23 回（1.55 億人）である。
一方，映画大国アメリカは 1 人あたり年間鑑賞回数






































































間の 1 人あたり鑑賞回数は 3.7 倍になる。総入場
者数は 14 億人（1 人あたり年間 4.5 回）であるの







1.75 倍，韓国の 1.8 倍である。
表 7 は，国別の映画鑑賞料金を示すが，数年前
までは圧倒的に高い 1 番であった日本は，円安の
影響もあり，第 5 位にまで下がっている。第 1 位
のサウジアラビアは 60 ドルであり，第 2 位がア
ンゴラ，第 3 位がスイス，第 4 位がノルウェー，
日本は第5位の17.7ドルである。英国は13.3ドル，
フランスとドイツが 12.3 ドルである。順位が下










～ 2 回 28.3%
～ 5 回 18.7%
～ 8 回 4.6%





















1 サウジアラビア 60.0 25,136
2 アンゴラ 21.5 5,485
3 スイス 20.2 79,052
4 ノルウェー 18.1 99,558
5 日本 17.7 46,720
7 スウェーデン 16.8 55,245
11 オーストラリア 15.2 67,036
15 ニュージーランド 13.4 49,378
18 英国 13.3 38,514
23 フランス 12.3 39,772
27 ドイツ 12.3 41,514
28 中国 12.2 6,188
33 イタリア 10.9 33,049
40 カナダ 10.8 52,219
46 米国 10.0 49,965
61 韓国 8.4 22,590
63 ロシア 8.3 14,037
76 ブラジル 7.7 11.340
132 メキシコ 4.5 9,747
161 インド 3.2 1,489
173 キューバ 0.1 5,383
【出典 】http://www.nationmaster.com/country-info/









































日本（10） 155.2 126.5 1.23
フランス 203.6 62.8 3.24
英国 172.5 62.0 2.78
ドイツ 135.1 82.3 1.64




10 代 46.3% 63.5%
20 代 43.0% 59.7%
30 代 32.9% 39.2%
40 代 35.4% 48.0%
50 代 30.0% 39.8%
























1,800 円→ 1,500 円 19.1% 80.9%
1,800 円→ 1,000 円 55.3% 44.7%
1,800 円→ 800 円 67.6% 32.4%

























































【出典】「日経エンタテインメント」2014 年 1 月号、96p.
表 13　ライブ・ビューイングのメリット
時期 配信 イベント
2010 年 12 月 衛星 宇多田ヒカル「WILD LIFE」
2011 年 5 月 衛星
L’ Arc～en～Ciel「20th L’ Anni 
versary Live」
2012 年 1 月 衛星
ゴールデンボンバー 「ワンマンラ
イブ特大号」
2012 年 5 月 衛星 KARA「1ST JAPAN TOUR 2012」
2012 年 8 月 衛星 ももクロ「ももクロ西武ドーム大会」
2012 年 12 月 衛星 SCANDAL「クリスマス LIVE」
2012 年 12 月 衛星
浜崎あゆみ「カウントダウン LIVE 
2012-2013」
2013 年 5 月 光 小橋健太引退記念試合
2013 年 7 月 衛星
Perfume「WORLD TOUR 2nd」
イギリス公演
2013 年 9 月 衛星
EXILE「EXILE LIVE TOUR 
2013」
2013 年 9 月 光
「進撃の巨人」最終回先行上映イベ
ント
2013 年 11 月 衛星
水樹奈々「LIVE CIRCUS 2013 台
湾ライブ」
2013 年 12 月 衛星 桑田佳祐「第二回ひとり紅白歌合戦」
2013 年 12 月 衛星 矢沢永吉「CONCERT TOUR 2013」
2013 年 12 月 衛星
福山雅治「冬の大感謝祭　其の十
三」年越しライブ































































［12］「日経エンタテインメント」2014 年 1 月号
［13］「日経トレンディ」2014 年 12 月号
［14］ビデオリサーチ
［15］2014 年 10 月 20 日付け映像新聞
［16］2014 年 4 月 4 日付け日本経済新聞
［17］2014 年 7 月 22 日付け日本経済新聞











（3）2014 年 7 月 22 日付け日本経済新聞





（6）2014 年 10 月 20 日付け映像新聞 1 面。英国 BBC は、
2013 年 11 月 23 日に「ドクター・フー 50 周年記念イ
ベント」を、2014 年 7 月 20 日に「モンティ・パイソ
ン復活ライブ !」を世界配信した。
（7）2014 年 4 月 4 日付け日本経済新聞
（8）三友・大塚・永井［2007］pp.44-49
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